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1. 展覧会概要

こぐま社「11 ぴきのねこ」より

“  The Eleven cats ” Come To The Museum  Nyago! Nyago! Nyago!　　B A B A  N o b o r u

プレスリリース

　60年前の戦後まもない昭和 24年 5月、青森県三戸町に住む一人の青年が満開
の桜とりんごの花に見送られながら漫画家を志して上京しました。彼の名は、
馬場のぼる。子どもたちの何気ない日常をテーマに、ユーモア溢れる描写で明
るくのびやかな世界を表現した馬場の作品は瞬く間に人気となり、手塚治虫、
福井英一と共に“児童漫画界の三羽ガラス”として「ポストくん」「ブウタン」
などの人気作品を次々と生み出しました。その後、活躍の場を大人向け週刊誌
や新聞に広げた馬場は、「ろくさん天国」「バクさん」などに代表される独特のユー
モアとナンセンスに彩られた〈 ほのぼの漫画 〉を数多く手がけます。そうした
なか、絵本という新しいジャンルが馬場の前に開かれます。当時、時代が求め
ていた漫画と自身の作品世界との間にズレを感じ始めていた馬場は、この新し
いジャンルに飛び込み、漫画で表現していた世界観をそのまま絵本の世界に導
入していきました。とくに、昭和 42年に第一作が発表されて以来、約 30年をか
けて 6冊を手がけた『11ぴきのねこ』シリーズは、テンポの良いストーリー展開
と奇想天外な結末によって多くの子どもたちを魅了し、現在まで続くロングセ
ラー絵本となっています。
　本展は、馬場のぼるの仕事を総合的に紹介する初の回顧展です。表現のジャン
ルを軽やかに横断しながら独自の世界観を生涯追求し続けた漫画家、馬場のぼる。
その作品世界を『11ぴきのねこ』シリーズなどの絵本資料をはじめ、初公開と
なる活動初期の貴重な漫画原画やラフスケッチ、アイデアノートなどの資料をと
おして紹介し、創作の秘密に迫ります。

  出展作品

絵本原画・漫画原画等：約 250点
資料等：約 50点

ⓒ 馬場のぼる



2. 展示構成（予定）

  第１章：絵本の世界

　馬場のぼるの絵本はいくつかの特徴的な要素がストーリー形成
において重要な役割を果たしています。その一つが、予想を裏切
るようなストーリー展開、いわゆる“オチ”です。馬場は、小さ
な子どもを対象にした絵本の世界に、漫画家としての活動の中で
培われた本格的な「笑い」の要素を持ち込んだ先駆的存在でした。
その他にも、社会生活から少しはみだした存在ながらも自分の信
念を大切にしながら悠々と生きる“自由人”的登場人物の存在や、
誰もが良く知る日本の昔話を独自の解釈によってユニークに語り
なおした作品、故郷三戸の自然を舞台にした作品などに馬場作品
の独自性が顕著にあらわれているように思われます。
　ここでは、馬場のぼるが手がけた絵本の中から代表的な作品の
原画資料等をいくつかのキーワードを通して紹介し、馬場絵本の
魅力と特質について考えます。

  第２章：児童マンガの時代

　1927年、三戸町に生まれた馬場のぼるは三戸小学校、岩手県福
岡中学校を卒業後、志願して海軍予科連 14期生として土浦海軍航
空隊に入隊、特攻隊員として敗戦を迎えました。その後、郷里三
戸町に戻った馬場は、代用教員や映画の看板かき等をしていまし
たが、1948年に『怪盗カッポレ團』でデビュー、その頃三戸町に疎
開していた児童文学者、白木茂の知遇を得たことをきっかけに白
木とともに上京、本格的に漫画家としてのスタートをきります。
上京翌年から連載が開始された『ポストくん』等の漫画で人気を得
た馬場は、1958年には『ブウタン』で第一回小学館漫画賞を受賞
するなど着実に人気児童漫画家としての道を歩みはじめました。
　ここでは、1950年代から 60年代にかけて発表された数多くの
児童漫画の仕事を紹介するとともに、デビュー前の投稿漫画や上
京前に手がけた漫画単行本（赤本漫画）などもあわせて展示し、
児童マンガの仕事を振り返ります。

『もんたと大いのしし』（ポプラ社、1975年）

『きつね森の山男』（こぐま社、1974 年）

『ブウタン』（集英社『幼年ブック』、
1954―1957年頃掲載） ※ 原画

『ポストくん』（集英社『おもしろブック』、
1950-1954 年掲載） ※ 原画




